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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期

第１四半期連結
累計期間

第25期
第１四半期連結
累計期間

第24期

会計期間
自平成23年１月１日
至平成23年３月31日

自平成24年１月１日
至平成24年３月31日

自平成23年１月１日
至平成23年12月31日

売上高（千円）      1,418,587     1,572,285 6,308,013

経常利益（千円）   44,931   114,598 482,995

四半期（当期）純利益又は

四半期純損失(△)(千円）
    △9,486     51,400 190,293

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
    △9,501    51,411 190,307

純資産額（千円）    1,937,518    2,072,979 2,107,332

総資産額（千円）     7,467,017    7,268,055 7,097,195

１株当たり

四半期（当期）純利益又は

四半期純損失(△)（円）

△176.60 971.79 3,568.99

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ 962.98 3,526.40

自己資本比率（％） 25.9 28.5 29.7

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．第24期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　　　　４．第24期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

（1）暖簾分けによるチェーン展開に係る契約

　当社グループのうち、株式会社アッシュ及び株式会社ニューヨーク・ニューヨークは、暖簾分け方式によるファミ

リーチェーンを展開し、当社、株式会社アッシュ、株式会社ニューヨーク・ニューヨーク及びチェーン加盟者の繁栄及

び顧客への良質なサービスの提供の実現を図ることを基本方針として、フランチャイズ契約を締結しております。

①フランチャイズ契約（暖簾分け方式）

　店長であった者をフランチャイジーとしてＦＣ契約を締結し、独立させるものです。

　その契約の概要は次のとおりであります。

　

　1）株式会社アッシュ及び加盟者との二者間フランチャイズ契約 

　（美容室アルテファミリーチェーン契約）

契約内容
経営指導、事務管理、広告宣伝、経理処理及び給与支払事務、衛生用レンタルタオルの使用、店舗
設備及び美容器具の貸与

契約期間 契約日より５年間。ただし、期間満了６ヶ月前に特段の申し立てがない場合は更新とする。

ロイヤリティ等

ファミリーチェーン加盟金

店舗設備及び美容器具の使用料

施術売上総額に一定料率を乗じたロイヤリティ収入

株式会社アッシュ一括支払による広告宣伝費及び衛生用レンタルタオル使用料に一定料率を加

えたもの

　　また、ＦＣ店の店長にも独立の機会を提供するために、孫ＦＣ制度があります。当該店舗はすでにＦＣ店であります

が、新たに独立する加盟者（孫ＦＣ）、株式会社アッシュとの二者間で上述と同一内容のフランチャイズ契約をしな

おすものです。 

　当第１四半期連結会計期間において、新たに締結又は解約したフランチャイズ契約は次のとおりです。

締結した件数 －

解約した件数 ２件

　　 

　2）株式会社ニューヨーク・ニューヨーク及び加盟者との二者間フランチャイズ契約

　（Hair＆MakeＮＹＮＹフランチャイズチェーン契約）

契約内容
経営指導、材料及び商品販売、事務管理、広告宣伝、経理処理及び給与支払事務、衛生用レンタル
タオルの使用、店舗設備及び美容器具の貸与

契約期間 契約日より５年間。ただし、期間満了６ヶ月前に特段の申し立てがない場合は更新とする。

ロイヤリティ等

ファミリーチェーン加盟金

店舗設備及び美容器具の使用料

施術売上総額に一定料率を乗じたロイヤリティ収入

株式会社ニューヨーク・ニューヨーク一括仕入による材料及び商品の販売

株式会社ニューヨーク・ニューヨーク一括支払による広告宣伝費及び衛生用レンタルタオル使

用料に一定料率を加えたもの

株式会社ニューヨーク・ニューヨークが実施する教育研修への対価

当第１四半期連結会計期間において、新たに締結又は解約したフランチャイズ契約はありません。
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　②業務委託契約

　直営店舗とＦＣ店舗の中間に位置する店舗運営形態として、当該店舗の店長であった者を受託者として店舗の運営を

委託する業務委託店を設置しております。

  その契約の概要は次のとおりであります。

　株式会社ニューヨーク・ニューヨーク及び加盟者との二者間業務委託契約

契約内容 美容室の店舗運営を委託し、業務委託報酬を支払う。

契約期間 契約日より１～５年間。

業務委託報酬等
受託者に対して、店舗売上高から売上原価及びＦＣ店のロイヤリティ等に相当する金員を控除

する等して算出した金額を業務委託報酬として支払う。

当第１四半期連結会計期間において、新たに締結又は解約した業務委託契約はありません。

　

（2）外部加盟方式によるチェーン展開に係る契約

　当社グループのうち、株式会社スタイルデザイナーは、外部加盟方式によるメンバーシップサロンをチェーン展開し、

チェーン加盟者の繁栄及び顧客への良質なサービスの提供と、店舗開発または美容師の独立開業支援を基本方針とし

て、フランチャイズ契約を締結しております。

　その契約の概要は次のとおりであります。

1）株式会社スタイルデザイナー及び加盟者との二者間フランチャイズ契約

契約内容 経営指導、店舗設備の転貸、ブランド（商標・サービスマーク）の使用

契約期間 開店時より５～７年間。ただし、期間満了６ヶ月前に延長・更新を協議し決定する。

ロイヤリティ等

フランチャイズ加盟金

店舗設備使用料

店舗運営オペレーションサポート料

ブランド使用料

システム使用料

店舗売上総額に一定料率を乗じたロイヤリティ収入

株式会社スタイルデザイナー一括仕入による材料及び商品の販売

株式会社スタイルデザイナーが実施する教育研修への対価

支払代行事務手数料　等

当第１四半期連結会計期間において、新たに締結又は解約したフランチャイズ契約は次のとおりです。

締結した件数 －

解約した件数 １件
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）が

判断したものであります。
　
(1）業績の状況 

当第１四半期連結累計期間（平成24年１月１日～平成24年３月31日）のわが国経済は、景気停滞から回復基調が見ら

れたものの、欧州債務危機を背景とした円高の長期化や原油価格の高騰等により、その先行きは不透明な状況が続いて

おります。 

　美容業界におきましても、消費者の生活防衛意識が強く表れ、顧客の節約志向に繋がり、入客数の減少や客単価の低下

など、厳しい状況で推移いたしました。

　このような状況の中、当社グループにおきましては、「地域で一番愛されるサロンづくり」を経営の中核に据え、「地

域のお客様に『美と健康と若々しさ』を提供し、当社グループに関わるすべての人と共に幸福社会を築いていける会社

づくりを目指す」との経営理念に基づき、ハイクオリティ・ハイセンスなサービスを値ごろ感のある料金で提供し、地

域のお客様にご支持いただけるサロンを展開することを経営の基本方針としております。

　当第１四半期連結累計期間におきましても、前述の経営方針に基づき、値ごろ感のある料金で顧客満足度の高いサービ

スの提供に取り組んでまいりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループチェーンの全店売上高合計は、3,999百万円（前年同四半

期比108.7％）となりました。

当第１四半期連結累計期間における当社グループの店舗数（注１）は、246店舗（株式会社アッシュ「以下、Ａｓｈ」

102店舗、株式会社ニューヨーク・ニューヨーク「以下、ＮＹＮＹ」29店舗、株式会社スタイルデザイナー「以下、ＳＤ」

113店舗、株式会社ＡＭＧ２店舗）となり、グループにおけるＦＣ店舗数（注２）は、215店舗（Ａｓｈ95店舗、ＮＹＮＹ

10店舗、ＳＤ110店舗）となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における連結売上高は1,572百万円（前年同四半期比110.8％）、営業利益は

113百万円（同226.9％）、経常利益は114百万円（同255.1％）、四半期純利益は51百万円（前年同四半期は四半期純損

失９百万円）となりました。　
　
  （注１）グループ店舗数246店舗には、トレーニングサロンが含まれておりません。

　（注２）グループＦＣ店舗数215店舗には、トレーニングサロンが含まれておりません。
　
（2）財政状態の分析

 （資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて、148百万円増加して3,016百万円となりました。

　これは主として、現金及び預金の増加256百万円によるものです。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて、22百万円増加して4,251百万円となりました。

　これは主として、建物（純額）の増加22百万円、工具、器具及び備品（純額）の増加10百万円、のれんの減少18百万円に

よるものです。

　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて、170百万円増加して、7,268百万円となりました。

（負債）　

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて、83百万円減少して2,325百万円となりました。

　これは主として、未払金の減少156百万円、１年内返済予定の長期借入金の増加145百万円、未払法人税等の減少50百万

円、買掛金の減少33百万円によるものです。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて、289百万円増加して2,870百万円となりました。

　これは主として、長期借入金の増加287百万円によるものです。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、205百万円増加して5,195百万円となりました。　

（純資産）　

　純資産は、前連結会計年度末に比べて、34百万円減少して2,072百万円となりました。

　これは主として、配当金58百万円を計上したことによる利益剰余金の減少９百万円、自己株式の取得による減少28百万

円、ストックオプション行使に伴う自己株式充当による増加３百万円によるものです。 

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の29.7％から28.5％となりました。

 
（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
（4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種    類 発行可能株式総数（株）

普通株式 225,760

計 225,760

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 56,440 56,440

大阪証券取引所　

ＪＡＳＤＡＱ市場

（スタンダード）　

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 56,440 56,440 － －　

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成24年１月１日～

平成24年３月31日
－ 56,440 － 324,360 － 860,292

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成24年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    3,918 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   52,522 52,522 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 56,440 － －

総株主の議決権 － 52,522 －

 

②【自己株式等】

　 平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
 株式数 （株）

他人名義所有
 株式数 （株）

所有株式数の
合計  （株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アルテ
　サロン　ホール
ディングス

横浜市中区翁町
一丁目４番１号

3,918 － 3,918 6.94

計 － 3,918 － 3,918 6.94

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

　

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年１月１日から平

成24年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年３月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、九段監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,691,574 1,947,654

売掛金 309,053 318,759

商品 40,816 39,541

貯蔵品 19,046 21,836

その他 807,717 688,750

流動資産合計 2,868,207 3,016,542

固定資産

有形固定資産

建物 4,757,403 4,814,754

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,025,813 △3,060,275

建物（純額） 1,731,589 1,754,479

車両運搬具 11,802 11,802

減価償却累計額 △9,160 △9,435

車両運搬具（純額） 2,642 2,366

工具、器具及び備品 669,512 696,601

減価償却累計額及び減損損失累計額 △512,214 △528,870

工具、器具及び備品（純額） 157,298 167,731

土地 134,200 134,200

リース資産 3,486 3,486

減価償却累計額 △539 △664

リース資産（純額） 2,946 2,822

建設仮勘定 2,879 －

有形固定資産合計 2,031,557 2,061,600

無形固定資産

のれん 344,361 326,008

その他 79,430 85,065

無形固定資産合計 423,792 411,073

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,505,574 1,511,547

その他 315,458 316,290

貸倒引当金 △47,394 △48,998

投資その他の資産合計 1,773,637 1,778,839

固定資産合計 4,228,987 4,251,513

資産合計 7,097,195 7,268,055
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 107,824 73,903

1年内返済予定の長期借入金 666,444 811,444

1年内償還予定の社債 80,000 80,000

未払金 1,340,447 1,183,556

未払法人税等 95,326 45,247

資産除去債務 5,949 2,480

その他 112,928 128,423

流動負債合計 2,408,920 2,325,056

固定負債

社債 80,000 80,000

長期借入金 2,152,424 2,439,563

退職給付引当金 28,370 32,411

資産除去債務 8,276 8,301

その他 311,871 309,744

固定負債合計 2,580,942 2,870,019

負債合計 4,989,862 5,195,076

純資産の部

株主資本

資本金 324,360 324,360

資本剰余金 860,292 860,292

利益剰余金 1,039,783 1,030,385

自己株式 △117,075 △142,040

株主資本合計 2,107,360 2,072,996

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △28 △17

その他の包括利益累計額合計 △28 △17

純資産合計 2,107,332 2,072,979

負債純資産合計 7,097,195 7,268,055
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年３月31日)

売上高 1,418,587 1,572,285

売上原価 998,051 1,105,435

売上総利益 420,535 466,850

販売費及び一般管理費 370,673 353,723

営業利益 49,862 113,126

営業外収益

受取利息 780 645

受取手数料 2,554 3,127

期限到来チケット精算収入 7,555 6,019

その他 1,662 3,488

営業外収益合計 12,552 13,280

営業外費用

支払利息 10,142 8,714

投資有価証券評価損 4,316 582

その他 3,025 2,512

営業外費用合計 17,483 11,809

経常利益 44,931 114,598

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,235 221

固定資産売却益 100 －

ＦＣ契約解約益 29,121 －

特別利益合計 30,457 221

特別損失

固定資産除却損 1,136 5,360

貸倒引当金繰入額 14,914 －

減損損失 13,919 127

災害による損失 18,586 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 13,152 －

その他 6,376 2,334

特別損失合計 68,085 7,821

税金等調整前四半期純利益 7,302 106,997

法人税、住民税及び事業税 34,432 47,642

法人税等調整額 △17,643 7,954

法人税等合計 16,789 55,597

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△9,486 51,400

四半期純利益又は四半期純損失（△） △9,486 51,400
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△9,486 51,400

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △15 11

その他の包括利益合計 △15 11

四半期包括利益 △9,501 51,411

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △9,501 51,411
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【継続企業の前提に関する事項】

　　 該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　 該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

     該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　 該当事項はありません。

　

【財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、当該企業集団の財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの】

　　 該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　 保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。  

前連結会計年度
（平成23年12月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成24年３月31日）

ＦＣ加盟社　13件 合計金額　124,744千円 ＦＣ加盟社　12件 合計金額　109,238千円

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　該当事項はありません。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費

（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日）

減価償却費 130,382千円 117,817千円

のれんの償却額 17,446 18,915

　

  

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月24日

定時株主総会
普通株式 53,846千円 1,000円 平成22年12月31日平成23年３月25日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年３月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月27日

定時株主総会
普通株式 58,324千円 1,100円 平成23年12月31日平成24年３月28日利益剰余金

　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成23年１月１日  至平成23年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間

（自平成24年１月１日  至平成24年３月31日）

　当社グループは、美容室のチェーン展開を行う事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（金融商品関係）

　　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。　

　

（有価証券関係）

　　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
△176円60銭 971円79銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△9,486     51,400

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（千円）
△9,486     51,400

普通株式の期中平均株式数（株） 53,719.43 52,892.64

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 962円98銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 484

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　
－

　
－　　

（注）  前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年５月15日

株式会社アルテ サロン ホールディングス

取締役会　御中

九段　監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大網　英道　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 光成　卓郎　　印

 
 
 

   

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルテ サ

ロン ホールディングスの平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成

24年１月１日から平成24年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年３月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルテ サロン ホールディングス及び連結子会社の平成24年３

月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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